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（交流イベント（竹箒づくり）の様子） （企画部）

第１３回うつくしま育樹祭が
開催されました！

「いわきの今を見に行く！モニター
バスツアー」を実施しました！

１１月７日（土）、いわき市フラワー
センターにおいて、第１３回うつくしま
育樹祭が開催されました。

うつくしま育樹祭は、県民一人ひとり
に緑の大切さを再認識していただくとと
もに、森林（もり）に親しむことで「心
にやすらぎ」や「心の拠り所」としての
緑を感じ、うつくしい故郷「ふくしま」
を一日も早く取り戻せるよう、県民が一
堂に会した交流の場となることを目的に
開催されました。

今回は、平成３０年の第６９回全国植
樹祭の本県開催決定を記念するプレイベ
ントでもあり、県内各地から約３００名
が参加しました。

苗木の寄贈セレモニーでは、鳥取県の
小学生が本県のドングリから育てた苗木
を、綴秋山緑の少年団（いわき市立綴小
学校）が受け取り、育樹祭の中で植樹し
ました。

そして、参加者は、各班に分かれて、
枝打ちや除伐の育樹活動、寄贈された苗
木の植樹活動を行いました。午後から
は、森の貯金箱づくりや竹箒づくり、鋸
の目立ての実演などの交流イベントが行
われ、多くの方々が緑や森林に親しむ一
日を過ごしていました。

１０月２４日（土）、３１日（土）、
いわき地方振興局、水産事務所、水産試
験場、いわき農林事務所の４機関が共同
で「いわきの今を見に行く！モニターバ
スツアー」を実施しました。

このバスツアーは首都圏大学生を対象
とし、福島県の農林水産物の安全・安心
の取組や復興状況等を直に見てもらうこ
とで正確な情報を発信して風評の払拭に
つなげていくことをねらいとしており、
今年度で３年目になります。

サンシャイントマトを生産しているあ
かい菜園(株)、米の全量全袋検査をして
いるＪＡいわき中部渡辺倉庫の見学をし
た後、いわき・ら・ら・ミュウで昼食及
び放射線に関する基礎講座を受け、最後
にアクアマリンふくしまを見学しまし
た。

参加者からは、「出荷されている福島
県産農産物は安全だと納得できた」、
「帰宅したら福島のことを友人や家族に
教えたい」といった意見がありました。

（あかい菜園(株)にて）

（育樹活動（除伐）の様子）

（アクアマリンふくしまを背景に記念写真）



（漁協女性部によるサンマのつみれ汁試食）

（栽培温室をご視察になる両殿下）
（農業振興普及部）

（水産事務所）
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皇太子同妃両殿下が
とまとランドいわきを
ご視察になりました！

ふくしまおさかな
フェスティバルinいわき

１０月８日（木）に、皇太子同妃両殿
下がいわき市をご訪問され、四倉町の
(有)とまとランドいわきをご視察になり
ました。

鯨岡千春代表取締役と元木寛専務取締
役が震災当時の状況や風評払拭に向けた
取組をご説明し、両殿下は震災のお見舞
いと復興に向けて頑張っている姿にねぎ
らいの言葉をおかけになりました。

その後、両殿下はトマトの栽培温室を
ご視察になりました。元木専務取締役に
栽培の工夫や生産規模などをご質問され
るなど、熱心にお聞きになられ、トマト
の収穫も体験されました。

また、後日、とまとランドいわきで収
穫されたトマトをお召し上がりになり、
甘味があり、とても美味しかったとのご
感想を述べられたことが伝えられまし
た。

今回の皇太子同妃両殿下のご訪問は、
とまとランドいわきの皆さんをはじめ、
地域においても大きな励みとなりまし
た。

１１月８日（日）、いわき市小名浜字
辰巳町の小名浜魚市場において、県主催
の「おさかなフェスティバルinいわき」
が開催されました。

当日は、強い雨が降っていたにも関わ
らず、約５，０００人が来場し賑わいま
した。

本イベントは、試験操業や沖合漁業で
獲れた新鮮で美味しい魚介類を来場者に
ＰＲするとともに、試食や販売を通じて
実際に味わってもらい、地元産の魚介類
の消費拡大に繋げようとする目的で開催
されたものです。

福島県漁業協同組合連合会をはじめ、
地元漁協や仲買業者の協力の下、試験操
業で獲れた魚介類の販売、メヒカリの唐
揚げやサンマのつみれ汁の試食、子ども
達を対象としたサンマのつかみ取りなど
が行われました。各コーナーとも長蛇の
列が出来る盛況ぶりで、販売では、開会
３０分前には行列が出来ていました。

この他、本イベントでは、水産試験場
の「参観デー」が同時開催され、調査船
いわき丸の見学やホシガレイの稚魚放
流、研究成果のパネル展示、放射能に関
する講演なども行われました。講演にお
いては、いわきの漁業者からも漁業の現
状や復興に向けた想いなどが話され、来
場した方々からは応援の声も聞かれまし
た。

（両殿下をお迎えする鯨岡代表取締役）

（試験操業漁獲物の販売コーナー）



（中山間地域の取組について発表中の折笠氏） （植樹の様子）

（将来の展望等を発表する蛭田氏） （今回の作業により植林作業は完了しました）
（農業振興普及部） （森林林業部）
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「第４６回東北農村青年会議秋田
大会（平成２７年度全国農業青年
交換大会）」が開催されました！

「みずほの森プロジェクト」
植林活動が行われました！

１０月２９日（木）～３０日（金）の
２日間、秋田県秋田市の秋田県民会館に
おいて、第４６回東北農村青年会議秋田
大会（平成２７年度全国農業青年交換大
会）が開催されました。

大会では、県代表として、いわき農業
青年クラブ連絡協議会の折笠明憲副会長
がプロジェクト発表、蛭田秀史副会長が
意見発表に、それぞれ出場しました。

折笠氏は、中山間地域における水田を
活用した所得向上対策をテーマに、飼料
用米の作付と稲わらロール販売の取組に
ついて発表しました。

蛭田氏は、就農から今までの営農経験
や苦労したことをもとに、生産者による
農産物価格の決定の可能性や地域のアイ
ディア創出による加工品の取組など、将
来の展望や経営改善等について発表しま
した。

出場した２名は、惜しくも上位入賞を
逃しましたが、各県の素晴らしい取組を
学ぶとともに、多くの青年農業者と交流
を深めることができた様子で、有意義な
大会となりました。

１０月３１日（土）、いわき市平下大
越地内の海岸において、(株)みずほフィ
ナンシャルグループによる企業の森づく
りの植林活動が行われました。

この活動は、震災による津波で被害を
受けた海岸防災林を再生するため、同グ
ループが、いわき市、地元下大越山林共
有組合及び福島県の４者により締結した
「企業の森林（もり）づくり協定」に基
づいて実施されています。昨年１１月以
降、２回実施しており、これまで約１ヘ
クタールの植林を行っています。

当日は、東京や仙台方面、県内から約
１５０名が参集し、地元の方と一緒に植
林を行いました。

今回の作業でクロマツの苗を約０．５
ヘクタール植林し、協定区域内の植林は
完了となりました。

作業後、参加者らは一面に植林された
現地を、汗をぬぐいながら満足げに眺め
ていました。

来年以降は、植林した区域の下刈り作
業等を実施していく予定です。
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１０月２４日（土）、いわき市中央台
公民館において、いわき地区生活研究グ
ループ連絡協議会主催による郷土食・伝
統食の料理試食体験が実施されました。

いわき地区生活研究グループ連絡協議
会は、いわき市内の女性農業者で組織さ
れている団体で、今回はいわき地方で昔
から作られている郷土食や伝統食と呼ば
れる料理を、若い世代に伝承することを
目的に開催しました。

当日は、市内在住の２歳から１２歳の
子供連れの親子７組２０名が、生活研究
グループ員の指導のもと、こんにゃく芋
からつくる「生ずりこんにゃく」と小豆
粥に団子を入れた「大師の粥」作りに取
り組みました。

特に、こんにゃく芋からのこんにゃく
作りは、参加者全員初めての体験だった
ようで「びっくりした」、「美味しかっ
＿

（全員集合！）

（完成！どれもおいしそう！）
（農業振興普及部）

１０月１８日（日）、いわき農林事務
所といわき市見せる課が後援するＪＡい
わき市直売所新鮮やさい館主催の第２回
「いわき野菜ｄｅベジスイーツ」が開催
されました。

今年度２回目となるいわき市産の野菜
を使ったスイーツ作り体験は、生産者を
含め、総勢３０名の参加となり、大盛況
となりました。

講師を務められた野菜ソムリエの木下
麻美さんから、当日スイーツ作りに使用
する野菜のかぼちゃに関するマメ知識を
お話しいただいたあと、「ハロウィン」
をテーマにしたスイーツ作りを体験して
いただきました。

スイーツ作りは、さつまいもや枝豆を
使った３種類のモンブランを作ったほ
か、パンプキンチーズケーキや里芋の
ショコラ、フライドさつま、ミニトマト
飴など、さまざまなスイーツを作りまし
た。完成したスイーツは、一緒につくっ
た親ばかとまとジュースとともに、各自
デコレーションを工夫し、オリジナルの
スイーツプレート作りを楽しみました。

特に、ミニトマト飴は大好評で、一人
で何本もおかわりするお子さんもいまし
た。

次回は、１２月に「クリスマス」を
テーマに開催予定です。

１０月１９日（月）、遠野町のいわき
木材流通センターにおいて、第１８回福
島県森林組合連合会良質材展示会が開催
されました。

今回の展示会は、県内から１００点の
出品があり、１０月８日（木）に行われ
た審査会で入賞した８点を中心に展示さ
れました。

いわき市からは、磐城林業協同組合が
関東森林管理局長賞、田子英司さんが福
島県木材協同組合連合会長賞、磐城造林
(株)と遠野興産(株)が福島県森林組合連
合会長賞を受賞されました。

なお、出材については、９月の長雨等
の影響による出材減少が懸念されました
が、１０月に入ってからは好天が続いた
こともあり、前年を上回る出材となりま
した。

（展示会の様子）
（森林林業部）

郷土食・伝統食料理
試食体験を実施しました！

 第２回「いわき野菜deベジ
  スイーツ」が開催されました！

「第１８回福島県森林組合連合会
良質材展示会」が開催されました！



１０月２９日（木）、内郷綴町の(株)
平木材市場において、第５４回福島県優
良木材展示会が開催されました。

優良木材展示会は、福島県木材協同組
合連合会と(株)平木材市場が主催とな
り、素材の取引が活性化するこの時期に
毎年開催されています。今年も、製材業
者を中心に県内外から多くの買方（購入
者）が優良材を求めて集まりました。

展示会には、当初の予想を上回る素材
約３，０００㎥のほか、製品約１，００
０㎥が入荷し、活気のある競りにより出
材した材は完売となりました。

価格は、一般材丸太が前月比で１㎥当
たり１，０００円程度上昇し、夏場に急
落した相場の回復基調が続いていること
が伺えました。

今後も順調な出材につながることが期
待されます。

（冨岡さんからの稲刈りの説明）
（農村整備部）

第５４回福島県優良木材
展示会が開催されました！

（競りの様子）
（森林林業部）
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た」、「また食べてみたい」と好評でし
た。

指導に当たった生活研究グループ員
は、子供達が喜んで料理に取り組む様子
や食べて美味しいとの感想を見聞きし
て、地元の農産物を使った郷土食や伝統
食を継承していくことの大切さを強く感
じていたようでした。

草野小「田んぼの学校」
実りの秋♪収穫の秋！

１０月２１日（水）、平下神谷地区に
おいて、「田んぼの学校」が行われ、い
わき市立草野小学校５年生児童約８０名
が稲刈りに挑戦しました。

田んぼの学校は、県の「ふくしまの農
育推進事業」により、地域の未来を担う
子どもたちが、『農業・農村地域の大切
さ』や『環境の大切さ』、『食・命の大
切さ』について理解し、豊かな感性を育
むことなどを目的とした体験型学習で
す。

同校で２５年間に渡り農業体験学習に
取り組んでいる冨岡正治（まさはる）さ
んをはじめとした地元協力農家の方々や
保護者の方々の協力もいただきながら、
児童たちは元気いっぱい稲刈りに取組み
ました。

開会式では、冨岡さんより「８月中旬
からの低温・日照不足や台風による影響
があり、稲にとって厳しい環境ではあり
ましたが、雨風にも負けず大きく成長し
てくれました」と稲の成育について説明
があり、児童たちは自分たちで植えた時
の青々とした小さな苗を思い出しながら
説明を聞いているようでした。

刈り取った稲は、保護者の方々により
藁で結束された後、児童は田んぼの中に
立てた稲木に天日干しする「はせがけ」
も体験しました。１時間半ほどで全ての
作業が終了し、最後に地元農家の方が使
用しているコンバインによる刈り取り風
景を見学し、その作業の速さに驚いた様
子でした。

今回収穫した米（マンゲツモチ）は、
１１月１４日（土）に開催された子ども
秋祭り（収穫祭）において、児童らと保
護者による餅つき用に利用され、全員で
美味しく味わいました。

　　（生活研究グループ員とこんにゃく
　　　作りに取り組む親子）

（農業振興普及部）



（表３）基準値内で検出された品目と検体数

（表４）出荷制限及び出荷自粛品目（１０月末現在）

(表２)1点も放射性セシウムが検出されなかった品目
　　　と検体数

なお、ユズ、クリ、小豆、くるみにつ
いては、それぞれ６検体、３検体、１検
体、１検体に１００ﾍﾞｸﾚﾙ/kg以下の放射
性セシウムが検出されました。内訳は
（表３）のとおりです。

１０月３１日現在、いわき地方産の農
林畜産物で出荷が制限されているのは、
（表４）のとおりです。

（試験操業対象種数）

（企画部） （水産事務所）

-6-

福島県沖で採取された海産魚介類への
放射能の影響は、時間の経過とともに着
実に低下しています。

平成２７年１～１０月までに放射性セ
シウムの食品としての基準値１００ﾍﾞｸﾚﾙ
/kgを超えたものは４検体で、全体の０．
１％でした。

なお、３月７日以降に採取された海産
魚介類で基準値の１００ﾍﾞｸﾚﾙ/kgを超え
たものはありませんでした。

モニタリング検査結果により安全が確
認された魚介類を対象に試験操業が行わ
れ、平成２７年１１月現在、６７種類の
海産魚介類が試験操業の対象種となって
います。

農林畜産物の検査結果

福島県が行った、いわき地方の１０月
の農林畜産物の放射性物質モニタリング
検査結果（表１）をお知らせします。

（表１）農林畜産物の検査結果（１０月末現在）

※１：ユズ、クリ、小豆、くるみ
　（平成２３年以降のモニタリング検体数と割合）

検査した２１品目５４検体のうち、１
７品目３９検体において、放射性セシウ
ムが検査機器の検出限界値以下でした。
内訳は（表２）のとおりです。

いわき地方の農林水産物
モニタリング検査結果

海産魚介類の検査結果
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（※採取年月日で集計） 

年
100Bq/kg
超

100Bq/kg
以下

不検出 計

検体数 785 893 294 1,972

割合（％） 39.8 45.3 14.9 100.0

検体数 921 2,372 2,287 5,580

割合（％） 16.5 42.5 41.0 100.0

検体数 280 2,147 5,214 7,641

割合（％） 3.7 28.1 68.2 100.0

検体数 75 1,387 7,260 8,722

割合（％） 0.9 15.9 83.2 100.0

検体数 4 799 6,404 7,207

割合（％） 0.1 11.1 88.9 100.0

検体数 2,065 7,598 21,459 31,122

割合（％） 6.6 24.4 69.0 100.0
計

H23

H24

H25

H26

H27

出荷自粛

(１品目）
山菜 さんしょう（野生のものに限る）

山菜
たけのこ、ぜんまい、わらび、こしあぶ

ら、たらのめ（野生のものに限る)

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ

畜産物 ―

制限、自粛 区分 品目

出荷制限
（７品目）

野菜・根菜・芋類 ―

果物 ―

穀類 ―

1点も検出されなかった
品　目　と　検　体　数

検体の一部が検出された品目と検体数
計

１７品目

３９検体

４品目 （※1） ２１品目

５４検体

検出限界値

以下の検体

基準値内で

検出された検体

基準値超で

検出された検体

４検体 １１検体 ０検体

ネギ 3、葉ネギ(施設) 1、ハクサイ 2、キウイフルーツ
1、サツマイモ 3、ナガイモ 2、サトイモ 1、ニンジン
1、ダイコン 1、菌床しいたけ（施設） 6、菌床なめこ（施
設） 3、エリンギ（施設） 1、原木しいたけ(施設) 2、大
豆　1、秋そば　1、牛肉　6、原乳　4

1
1
1
1

６ (最大値14ﾍﾞｸﾚﾙ/kg)

３ (最大値61ﾍﾞｸﾚﾙ/kg)

１ (4.5ﾍﾞｸﾚﾙ/kg)

１ (23ﾍﾞｸﾚﾙ/kg)

ユズ

クリ

小豆

くるみ

７

４

２

２

品名 検体数
内訳

100ﾍﾞｸﾚﾙ以下 検出限界値以下
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  地産地消推進日（１２月は８日（火））に合わせ、いわき農林事務所に情報提供の 

あった食彩ふくしま地産地消推進店のメニューを紹介しますので、ぜひご賞味くださ

い。 

  なお、店舗の都合により内容は変更される場合がありますのでご了承ください。 

  また、営業日（メニューの実施日）については、事前にご確認ください。 
 

（地図） 

○ いわき高原処農家そば屋（三和町上永井字大平田１６４） 
   ・地産地消メニュー：天ぷらそば 

   ・説明：秋そばをはじめ、ピーマン、インゲン等の天ぷら、大根 

        や白菜の漬物等も地元三和町産を使用しています。 

    ※ 土日祝日のみ営業。１２月から３月まで冬季休業となり 

     ます。 

   ・店舗の電話番号：０２４６－８７－２２４０  

   ・店舗の料理写真               
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 惣菜＆レストラン吉福（平字東町５－１） 
   ・地産地消メニュー：惣菜 

   ・説明：やわらかいので、シルバー世代にも人気なゆず大根 

         をはじめ、惣菜・べんとうグランプリ２０１５で入選を果 

         たしたとまとコロッケなど、約４０種類の惣菜にいわき 

         産野菜をできるだけ多く使用しています。 

   ・店舗からの情報：１２月５日（土）、１９日（土）に朝市・フリー 

               マーケットを行います。また、５日（土）は 

               ９時から１３時までシルバー世代を対象に 

               した認知症カフェも行います。ご興味があ 

               る方や参加されたい方は、吉福までご連 

               絡ください。               

   ・店舗の電話番号：０２４６－２２－０８８６ 

   ・店舗の料理写真 

（地図） 

（地図） 
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い わ き の 情 報 を お 知 ら せ し ま す ！ 


